
－  115  －

史
苑
（
第
七
一
巻
第
二
号
）

　

二
〇
一
〇
年
度
の
調
査
で
は
、
日
本
隊
の
到
着
前
に
お
こ
な
わ
れ

た
除
草
と
小
石
除
去
の
作
業
に
お
い
て
露
出
し
た
碑
文
と
拝
廊
（
あ

る
い
は
前
庭
）
お
よ
び
身
廊
・
側
廊
の
入
口
付
近
を
敷
居
石
の
高
さ

ま
で
掘
り
下
げ
て
整
地
し
た
際
に
出
土
し
た
碑
文
の
記
録
を
お
こ

な
っ
た
。
工
房
の
印
と
考
え
ら
れ
る
引
っ
掻
き
文
字
（graffi

to
）
一

点
を
の
ぞ
い
て
、
今
回
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
た
碑
文
は
す
べ
て
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
期
か
ら
ロ
ー
マ
帝
政
期
ま
で
の
も
の
で
、
聖
堂
建
築
の
部

材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
各
々
の
碑
文
の
校
訂
、

お
よ
び
碑
文
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
分
析
を
待
つ

が
、
こ
こ
に
出
土
碑
文
の
概
要
を
速
報
と
し
て
発
表
し
、
今
後
の
分

析
の
第
一
歩
と
し
た
い
。（
一
）
～(

五)

と(

一
五)

以
外
、
い
ず

れ
も
、
二
〇
一
〇
年
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、
保
護
の
た
め
に
ア
ン
タ
ル

ヤ
博
物
館
に
運
ば
れ
た
。

（
一
）
後
陣
に
近
い
身
廊
に
半
分
埋
も
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

建
築
部
材
（
Ｂ
９-

10
、

︵
１
︶

図
１
ａ
，
図
１
ｂ
）

　

横
幅
最
大
〇
・
六
七
ｍ
、
高
さ
最
大
〇
・
三
〇
ｍ
ほ
ど
の
直
方
体
の

石
材
。
横
長
の
形
状
か
ら
何
ら
か
の
古
代
の
建
築
物
の
ア
ー
キ
ト

レ
ー
ヴ
か
ら
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
浦
野
論
文
91
頁
参
照
）。

「
大
ク
ロ
ネ
イ
ア
祭
の
た
め
に
マ
ル
コ
ス
・
ア
ウ
レ
リ
オ
ス
・
ラ
イ

ト
ス
が
競
技
委
員
を
務
め
た
年
」
と
い
う
刻
文
年
代
を
示
す
文
言
が

冒
頭
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
内
容
は
欠
損
し
て
お
り
不
明
で

研
究
ノ
ー
ト
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あ
る
。
競
技
委
員
を
務
め
た
人
物
の
名
前
の
特
徴
か
ら
、
後
二
世
紀

後
半
か
ら
三
世
紀
の
碑
文
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
度
の
除
草
作
業
に
お
い
て
薬
剤
の
影
響
を
受
け
た
の

か
、
文
字
の
視
認
性
が
悪
く
な
っ
た
。
比
較
の
た
め
に
二
〇
〇
八
年

に
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
付
し
た
。

（
二
）
聖
堂
南
壁
の
外
側
に
落
下
し
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
建
築
部
材

（
Ｇ-

52
、
図
２
）

　

二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
に
周
囲
の
瓦
礫
の
除
去
作
業
中
に
聖
堂

南
壁
の
外
側
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
現
場
に
残
さ
れ
て
い
る
。
横

幅
は
上
部
〇
・
四
六
ｍ
、
下
部
〇
・
五
ｍ
、
高
さ
〇
・
三
五
ｍ
ほ
ど
の

直
方
体
に
近
い
形
の
建
築
部
材
で
あ
る
。
表
面
の
上
部
に
三
行
ほ
ど

銘
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
行
目
に
「
皇
帝
を
愛
す
る
者
た
ち
」
と

い
う
語
の
一
部

 1 
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師
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が
読
め
る
こ
と
か
ら
、
帝

政
期
の
碑
文
で
、
何
ら
か
の
奉
献
碑
文
な
い
し
顕
彰
碑
文
の
部
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
の
瓦
礫
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部

材
（
Ｄ-

38
、
図
３
ａ
・
図
３
ｂ
）

　

底
面
が
台
形
に
半
円
を
つ
け
た
よ
う
な
形
に
な
っ
た
柱
状
の
建

築
部
材
の
側
面
に
碑
文
が
細
長
く
残
さ
れ
て
い
る
。
石
材
の
高
さ

は
〇
・
七
七
ｍ
で
、
厚
さ
は
〇
・
四
五
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
碑
面
は
幅

〇
・
一
二
ｍ
、
高
さ
〇
・
四
四
ｍ
ほ
ど
で
、
一
二
行
に
わ
た
り
、
一
行

あ
た
り
の
文
字
数
は
三
～
四
文
字
で
あ
る
。内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

七
行
目
と
八
行
目
に
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と
い
う
文
字

︵
２
︶

が
読
め
る
こ
と
、
ま
た
他

の
行
に
お
い
て
も
名
前
の
一
部
と
思
わ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
組

み
合
わ
せ
が
頻
出
す
る
こ
と
、
名
前
の
末
尾
と
思
わ
れ
る

 1 

二
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〇
年
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発
掘
調
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等
の

次
の
文
字
が
若
干
間
隔
を
空
け
て
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら

か
の
名
前
の
一
覧
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
な
る
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

（
四
）
聖
堂
北
壁
の
外
側
上
部
に
は
め
込
ま
れ
た
ま
ま
の
部
材
（
図

４
ａ
・
図
４
ｂ
）

　

遺
構
の
外
壁
外
側
に
視
認
で
き
た
碑
文
は
、一
枚
の
み
で
あ
っ
た
。

北
側
の
外
壁
に
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な
わ
ち
「
ト
ロ
ス
人
の
」
と
い
う
文

字
が
刻
ま
れ
た
薄
い
石
板
が
上
下
逆
転
し
た
形
で
切
石
の
埋
め
石
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

（
五
）
身
廊
と
北
側
廊
を
分
け
る
柱
間
（
Ａ
１-

１
、
Ａ
２-

１
）
に

置
か
れ
た
敷
居
石
（
図
５
）

　

身
廊
・
側
廊
へ
の
入
口
に
近
い
Ａ
１-

１
と
Ａ
２-

１
の
柱
の
間

に
お
か
れ
た
敷
居
石
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
期
の
碑
文
が
転
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
度
は
掘
り
起
こ
さ
な
か
っ
た
た
め
、
写
真

撮
影
と
視
認
に
と
ど
ま
り
、
採
寸
や
拓
本
取
り
と
い
っ
た
作
業
は
お
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こ
な
っ
て
い
な
い
。

　

内
容
は
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
の
息
子
何
某
に
対
す
る
顕
彰
碑
文
で
あ

る
。
こ
の
被
顕
彰
者
の
経
験
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
官
職
が
列
挙
さ

れ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
の
本
格
的
な
検
分
が
待
た
れ
る
。
今
後
官

職
の
分
析
を
通
し
て
、
刻
文
年
代
を
も
う
少
し
限
定
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
六
）
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
で
確
認
さ
れ
た
建
築
部
材
（
図
６
ａ
・

図
６
ｂ
）

　

横
幅
最
大
〇
・
四
六
ｍ
、
高
さ
最
大
〇
・
三
五
ｍ
、
厚
さ
〇
・
一
九

ｍ
ほ
ど
の
石
で
、
碑
文
の
あ
る
面
と
反
対
側
の
裏
面
に
は
一
面
に

ノ
ミ
で
削
っ
た
跡
が
見
ら
れ
る
。
聖
堂
遺
構
の
清
掃
作
業
に
取
り
か

か
る
前
か
ら
、
拝
廊
も
し
く
は
前
庭
の
地
面
に
転
が
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
図
六
ｂ
は
二
〇
〇
九
年
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
形
状
か
ら
は
、
壁
面
の
建
築
部
材
に
転
用
さ
れ
た
も
の

の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
確
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
。
一

行
目
に

 1 
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、
二
行
目
に
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、
三
行
目
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と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
ユ
リ
ウ
ス
・
ク
ラ

ウ
デ
ィ
ウ
ス
朝
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ

ス
帝
と
一
行
目
、
お
よ
び
五
行
目
に

 1 
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で
示
さ
れ
る
者
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

（
七
）
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
部
分
の
整
地
の
過
程
で
発
見
さ
れ

た
円
柱
台
座
の
形
状
を
し
た
建
築
部
材
（
図
７
ａ
・
図
７
ｂ
）

　

七
月
三
一
日
、
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
の
表
土
を
は
ぎ
、
整
地

す
る
過
程
で
発
見
さ
れ
た
。
直
径
〇
・
三
五
ｍ
、
高
さ
〇
・
〇
八
ｍ
ほ

ど
の
円
柱
部
分
の
付
い
た
最
大
横
幅
〇
・
三
八
ｍ
、
高
さ
〇
・
二
六
ｍ

の
柱
礎
と
思
わ
れ
る
建
築
部
材
で
、
礎
盤
の
一
面
に
碑
文
が
残
っ
て

い
る
。
兄
弟
が
父
親
の
た
め
に
祭
壇
を
設
置
奉
献
し
た
こ
と
を
記
し

た
奉
納
碑
文
で
、
一
行
目
に
「
デ
イ
オ
ス
の
息
子
の
ラ
ボ
ス
が
神
官

の
年
」
と
い
う
奉
献
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
年
代
は
定
か
で
は

な
い
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　（
八
）
聖
堂
外
壁
の
瓦
礫
か
ら
発
見
さ
れ
た
建
築
部
材
（
図
８
）

　

日
本
隊
の
到
着
前
、
七
月
七
日
に
聖
堂
外
壁
の
瓦
礫
の
除
去
の
最

中
に
発
見
さ
れ
た
。外
壁
の
上
部
か
ら
崩
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

発
見
現
場
に
居
合
わ
せ
ず
、
ま
た
現
在
の
ど
こ
に
あ
る
か
不
明
な
た

め
、
現
況
で
は
清
掃
作
業
を
お
こ
な
っ
た
ト
ル
コ
隊
の
撮
影
し
た
写

真
の
み
の
確
認
に
と
ど
ま
る
。

　
「
何
某
の
息
子
何
某
」
と
い
う
名
前
の
リ
ス
ト
と
右
端
に
金
額
と

思
わ
れ
る
マ
ー
ク
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
造
物
の
修
繕
そ

の
他
に
関
わ
る
寄
付
金
提
供
者
の
一
覧
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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（
九
）
聖
堂
遺
構
の
建
築
部
材
（
図
９
）

　

発
見
日
、
発
見
場
所
の
詳
細
は
不
明
。
現
地
の
仮
倉
庫
に
保
管
さ

れ
、
二
〇
一
〇
年
度
の
発
掘
調
査
終
了
後
、
博
物
館
に
移
さ
れ
た
。

　

横
幅
〇
・
二
五
～
〇
・
二
七
ｍ
、
高
さ
〇
・
二
三
～
〇
・
二
六
ｍ
で
、

す
べ
て
の
側
面
が
欠
け
て
い
る
。
九
行
に
わ
た
っ
て
碑
文
が
残
さ
れ

て
い
る
。「
許
可
な
く
し
て
い
か
な
る
者
も
埋
葬
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
い
っ
た
文
言
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら
、
墓
碑
の
一
部
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
碑
に
こ
の
よ
う
な
文
言
を
書
き
加
え
る
風

習
は
、
小
ア
ジ
ア
、
と
く
に
イ
オ
ニ
ア
以
南
の
小
ア
ジ
ア
で
よ
く
知

ら
れ
て
い
る

︵
３
︶

。
当
該
碑
文
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
リ
キ
ア

の
事
例
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
一
〇
）
聖
堂
遺
構
出
土
の
部
材
小
断
片　

そ
の
一
（
図
10
）

　

日
本
隊
到
着
以
前
に
発
見
さ
れ
、
仮
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
建

築
部
材
の
小
断
片
。
横
幅
最
大
〇
・
四
ｍ
、
高
さ
〇
・
一
六
ｍ
。
碑
文

は
二
行
で
、
確
実
に
読
め
る
部
分
は
、
一
行
目
が

 1 

二
〇
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〇
年
度
発
掘
調
査
に
よ
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ト
ロ
ス
教
会
聖
堂
出
土
碑
文
の
概
要 

師
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、
二

行
目
が
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の
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み
で
あ
る
。
文
字
の
高
さ
は
〇
・
〇
六
ｍ
で
、
後

述
の
（
一
三
）
の
碑
文
と
文
字
の
大
き
さ
、
字
体
お
よ
び
刻
文
の
特

徴
が
酷
似
し
て
い
る
が
、
と
も
に
断
片
的
に
過
ぎ
、
そ
れ
が
何
を
意

味
す
る
の
か
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
碑
文
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

は
不
明
で
あ
る
。

（
一
一
）
聖
堂
遺
構
出
土
の
部
材
小
断
片　

そ
の
二
（
図
11
）

　

横
幅
最
大
〇
・
一
八
ｍ
、
高
さ
〇
・
一
〇
ｍ
、
厚
さ
〇
・
〇
七
五
～

〇
・
一
五
ｍ
の
三
角
形
の
建
築
部
材
の
小
断
片
。
上
記
と
同
様
、
日

本
隊
到
着
以
前
に
発
見
さ
れ
、
仮
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
碑
文

は
二
行
残
さ
れ
て
い
る
。
二
行
目
に
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発
掘
調
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聖
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の
概
要 

師
尾 

晶
子 

 [
Φ
Ι
]
Λ
Ο
Κ
Α
Ι

Α
Ρ
Ε

 

 Ν
Ε
Ψ
 

 Ο

 

 Σ
Λ
Ω
Ε
Ω

 

 ΤΙΒΕ
[Ρ
ΙΟ
Υ
]  

 [Κ
Α
]ΙΣΑΡ

Ο
Σ
 

 [ΑΥΤΟ
]ΚΡΑΤΟ

Ρ
Ο
Σ
 

 Ω
Ι  

 [
Π
]
Ρ
Ι
Ν
 

 
Α
Ν
Σ
Ο
 

 Σ
Ι
Μ
Η

 

 Ρ
Ε
Ι
Ο
 

 e
 

 ἀ]νεψ
[ιἀς と

読
め
る
こ
と
か
ら
、

何
ら
か
の
顕
彰
碑
文
の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
一
二
）
聖
堂
遺
構
出
土
の
部
材
小
断
片　

そ
の
三
（
図
12
）

　

横
幅
最
大
〇
・
一
二
ｍ
、
高
さ
〇
・
〇
六
五
ｍ
、
厚
さ
〇
・
一
三
ｍ

ほ
ど
の
い
び
つ
な
形
の
小
断
片
。
碑
文
を
正
面
と
し
て
底
面
は
完
全

に
滑
ら
か
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
完
全
に
読
め
る
文
字
は
わ
ず
か

に
三
文
字
、
そ
れ
に
セ
リ
フ
の
痕
跡
が
二
文
字
分
見
え
る
だ
け
で
あ

り
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
几
帳
面
に
刻
文
さ
れ
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
何
ら
か
の
公
的
碑
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
一
三
）
聖
堂
遺
構
出
土
の
部
材
小
断
片　

そ
の
四
（
図
13
）

　

上
か
ら
見
て
〇
・
二
〇
～
〇
・
三
〇
ｍ
×
〇
・
三
五
ｍ
ほ
ど
の
建
築

部
材
の
断
片
。
碑
文
の
あ
る
面
と
裏
側
の
面
は
、
そ
れ
ぞ
れ
滑
ら
か

に
加
工
さ
れ
、
薄
く
装
飾
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る
。
碑
文
面
は
横
幅

〇
・
〇
一
七
ｍ
、
高
さ
〇
・
〇
九
五
ｍ
で
、

 1 

二
〇
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〇
年
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掘
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査
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ト
ロ
ス
教
会
聖
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出
土
碑
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の
概
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と
い
う
文
字
の
み

が
読
み
取
れ
る
が
、内
容
は
不
明
で
あ
る
。
文
字
の
高
さ
は
〇
・
〇
六

ｍ
で
、（
一
〇
）
の
碑
文
断
片
の
字
体
に
酷
似
し
て
い
る
。
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史
苑
（
第
七
一
巻
第
二
号
）

（
一
四
）
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
の
ト
レ
ン
チ
１
か
ら
発
見
さ
れ

た
石
片
（
図
14
）

　

八
月
五
日
、
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
、
銘

文
を
と
も
な
う
石
片
が
発
見
さ
れ
た
。
横
幅
〇
・
〇
六
九
ｍ
、
高
さ

〇
・
〇
八
三
ｍ
、
厚
さ
〇
・
〇
三
ｍ
で
、
文
字
が
二
行
刻
ま
れ
て
い
る
。

内
容
は
不
明
で
あ
る
。

（
一
五
）
拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
に
半
分
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
柱
の

底
面
に
刻
ま
れ
た
引
っ
掻
き
文
字
（
Ｄ-
12
、
図
15
）

　

拝
廊
（
も
し
く
は
前
庭
）
に
半
分
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
柱
の
底
面
に

引
っ
掻
き
文
字
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概
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が
読
め
る
。
聖
堂
建
築
時
の
工
房
に
よ
る
マ
ー
ク

と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
）
括
弧
内
の
記
号
は
、
二
〇
一
〇
年
度
の
調
査
時
に
石
材
の
現
状
記

録
と
位
置
の
記
録
の
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
記
号
で
あ
る
。

（
２
）
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二
〇
一
〇
年
度
発
掘
調
査
に
よ
る
ト
ロ
ス
教
会
聖
堂
出
土
碑
文
の
概
要 

師
尾 

晶
子 

 [
Φ
Ι
]
Λ
Ο
Κ
Α
Ι

Α
Ρ
Ε

 

 Ν
Ε
Ψ
 

 Ο

 

 Σ
Λ
Ω
Ε
Ω

 

 ΤΙΒΕ
[Ρ
ΙΟ
Υ
]  

 [Κ
Α
]ΙΣΑΡ

Ο
Σ
 

 [ΑΥΤΟ
]ΚΡΑΤΟ

Ρ
Ο
Σ
 

 Ω
Ι  

 [
Π
]
Ρ
Ι
Ν
 

 
Α
Ν
Σ
Ο
 

 Σ
Ι
Μ
Η

 

 Ρ
Ε
Ι
Ο
 

 e
 

 ἀ]νεψ
[ιἀς 

（
甥
あ
る
い
は
従
兄
弟
）
の
部
分
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
３
）J. Strubbe, 

  Inprecations against
D

esecrators of the G
rave in the G

reek E
pitaphs of A

sia M
inor. 

A
 C

atalogue, B
onn, 1997.

（
千
葉
商
科
大
学
教
授
）
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1a 2010 8 1b 2008 8

2 2010 8 3a 2010 8 3b 2010 8

4a 2010 8 4b 2010 8

5 2010 8 6a 2010 7 6b 2009 8
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7a 2010 7 7b 2010 8

8 2010 7 9 2010 8

10 2010 8 11 2010 8 12 2010 8

13 2010 8 14 2010 8 15 2010 8
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Tlos Basilica Project, 2010: Inscriptions

MOROO, Akiko

We found 15 Greek inscriptions on stones and pillars during the summer 
season of 2010, six of which are still in situ. All of them belong to the 
Hellenistic and Roman Era (mainly Roman). We post their photographs and 
measurements with some preliminary comments.




